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＜連絡事項＞

・昨日、本日で院内研修あり、参加していないスタッフは出席するようにしてください。
・ベッドマトレスの消毒日程を張り出していますので各自確認して下さい。西病棟は7/18

～6日間の予定となっています。
＜患者様連絡事項＞

・土佐　将志様～7/18　9：30八戸赤十字病院整形外科をスタッフ付き添い予定(本人の状況を見て柔軟に対応します)で、受診予定となっている。

・泉川　ケイ子様～主治医診察後大声で叫びながら粗暴行為を繰り返し話しの聞き入れが出来ない状態となる。不穏時の頓服は拒否。レボトミン（25）1A筋注後、東病棟で夕方まで経過を見る事としている。

・杉澤　恵子様～弟様より連絡あり明日11：30～14：00ランチ外出予定。
（定期処方変更）

・大橋　照子様～本人希望にてリスペリドンがレボトミンに変更となる。病状の変化に注意し関わりを持っていくようにしましょう。

・阿部　文香様～本人より乳汁分泌の訴えありジプレキサが止めとなる。乳汁分泌の状況

を確認していく。

<要注目患者様ケース検討>

・土佐　将志様～食事は不調訴えることあるが、レストランへ移動し朝食主食全量、副食2/3、昼食は主食1/2摂取。薬は声掛け、介入を要している。本日一時間の散歩外出希望(友人に会う)あり出かけています。離院行為なし。その後、微熱あり脱水が予想される為水分補給を促していく。
現在の本人の状態は、ヒステリー反応から来るものなので、スタッフは本人の言動に振り回されないよう、自己対処出来るようにサポート・対応していってください。
・松谷　和也様～臥床時間が少なくなり活動に参加しているが、表情が睨んだ様な、無表情の様な表情でいることが多い状況です。本人は“頭が痺れる…”と不調を訴える事が多く見られています。母の面会時には、特に変化なく過ごしていたりしますが、病状の変化に注意し、頻回に声掛けお願いします。
・坂　貢様～気分高揚傾向となっています。時折不穏となり他者を怒鳴り付ける事ある。「自
分は聖徳大師の親だ。」「電波高校の周りにヤクザがいて・・。」などの言動あ
る。妄想に加え、骨折部の痛みもあるため気分不安定強く見られています。。
また高校野球の時期になると興奮気味になる傾向もあるためトラブルとなら
ないよう、感情・行動のコントロールが出来る様スタッフは介入していってく

ださい。
＜田名部Dr診察＞
・若松　千代治様～血圧高値の傾向にある事からアムロジピンが1T→2Tへ増量となってい
る。今後血圧測定は水銀で統一し三検で測定していくこととする。
・小林　満様～本人と母に確認し、7/17　10：00退院予定としていく。
本日同処方内容にて30日分退院処方が出ている。作業療法は「部屋でゆっくり過ごしたい。」と希望したため中止となっている。
・久保　興介様～シクレストは服用出来ている。「幻聴について（日中は）ある。」「不安は
いつもある感じ。」夜間は中途覚醒あるとの事。処方変更しクエチアピンは減、コントミンは止め、シクレスト増量、抗不安の為にドグマチール増量となる。病状の変化が予測される為、状態観察お願いします。
・赤石　陽介様～眠剤について「減らしても眠れる。」「眠れない時は頓服使用したい。」と
希望あったため就床時薬のハルラックが止めとなる。
また眼の痒みを訴えてAZ点眼が処方、継続指示で便秘時シンラック(10～30滴)の指示ある。
・泉川　ケイ子様～薬の拒薬が目立つようになってきているため継続指示で拒薬時経過観
察の指示ある。診察時退院の事が話題となったあと不機嫌となってい
た。
<皮膚科診察>

・佐々木悦子様～白癬の処置は終了とする。

・小笠原　文人様～頭頂部に毛嚢炎ありエルタシン軟膏塗布の指示ある。他は同処置。
・佐々木　淳様～手の平は軟膏塗布のみ。テープかぶれの傷に対しエルタシン軟膏、発赤
部にはデルモゾール軟膏塗布の指示ある。
・佐々木　睦子様～両下腿慢性湿疹:デルモゾール軟膏塗布

　　　　　　　　　左足背、趾間発赤糜爛落屑：エキザルベ、ケルガークリーム塗布

　　　　　　　　　右足背、趾間：ケルガー塗布の指示ある。

・赤石　陽介様～陰股の湿疹は治癒傾向。ケルガークリームが無くなり次第処置は終了。

他の処置は同様で継続。
